




































理由に注意を払いながら、そのときどき ヘーゲルの知的格闘を「聴き取る」というアプローチを要求する。そして、その結果、本書に掲載された各種講義録の分析は、ヘーゲルの多元主義的な素顔 読者に垣間見せるも となっている。つまり、教壇で語るヘーゲルは、目の前の研究テーマに取り組むにあたって、まだ理解の行き届かない事柄や自身と異なる考え方を尊重する態度を保っており、 「自分の学説の権威づけに腐心する老いた哲学者 従来のイメージを覆すような姿で立ち現れているのである。　
以上のような本書の魅力は、講義録という素材のみに由
来するものではなく、執筆者十三名の研究姿勢に負う ころが少なくない（そこ は、本学会会員の片山善博氏（ 「芸術哲学講義」担当
（
や小井沼広嗣氏（ 「神学講義」担当
（
の名前もある
（。なぜなら、本書の意図を実現するには、
既存 ヘーゲル像に依拠するという誘惑を振り払う、知的好奇心と意志の強さが不可欠だからである。彼らが、各々の瑞々しい感性を活かして、今後の研究を押し進めていくことを期待 たい。
